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Ⅰ-1 平成 16 年度事業の経緯と経過 
 
 オープンリサーチセンター整備事業への





平成 11 年に社会福祉学部・保健科学部の 2



































  研究目的と意義 
 九州保健福祉大学 QOL 研究機構の設立は、
世界保健機構(以下、「WHO」)によって提唱さ
れた健康に関する国際的共通概念である「国
際 生 活 機 能 分 類  ICF(International 
Classification of Functioning, Disability 
and Health)」をもとに、より具体的な「生活
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る様々な調査や統計について比較検討する標
準的な枠組みの提供が可能となる。 





  QOL 研究機構はこのような視点に基づき、
人の健康に関する全ての側面を研究対象とし、





事を目的とする。   
 
  QOL 研究機構の構成と各研究所の研究活動
について 


















































































































2004 年 6 月 19 日(土) 
『QOL 研究機構発足記念講演会・シンポジウム』 
開催場所：九州保健福祉大学 F 講義棟 
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康のべおか 21 を例として」 
三浦 宏子 氏(九州保健福祉大学保健科学研
究所・保健科学部) 
2) 「高齢者の QOL を高める要因を探る」 
波多野 義郎 氏(九州保健福祉大学社会福祉
学研究所・社会福祉科学部) 




パネルディスカッション   






2004 年 12 月 5 日(日) 
『聴こえに関する相談会・講演会』 





















河野 浩万 氏(宮崎大学医学部耳鼻咽喉科教室) 
2)「補聴器のしくみ」 







2004 年 2 月 18 日(金) 
QOL 研究機構開設記念シンポジウム『QOL と
健康～ポジティブな生き方への提言～』 
日 時：平成 17 年 2月 18 日(金) 13:00～17:00 
開催場所：九州保健福祉大学 F 講義棟 
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 猪俣 米美 氏(延岡市立土々呂中学校) 
 今村 光代 氏(延岡市立南方小学校) 
 4)地域保健の立場から 
 橘  久美 氏(延岡市健康管理課) 
  
 ディスカッション 
 コーディネーター 南嶋 洋一 氏(九州保健
福祉大学社会福祉学研究所・社会福祉学部)  
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